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院

診 察 室�
Vol.2

Ｑ：たまに右胸の一部にチクンチクンと

　痛みを感じるのですが、狭心症という

　病気でしょうか。

さくらいDr.のＱ＆Ａ
� ��������������

� ��������������

Ａ：狭心症の一般的な症状は、前胸部の真ん中を中心と

した、不快感、圧迫感、しめつけられるような痛みなど

と表現されることが多いとされています。さらに首から

あごにかけてや左肩から左腕の方に痛みが放散すること

もあります。痛みの範囲は漠然とした広がりをもつこと

が多く、ごく狭い範囲の局所的なポイントで痛い、とい

うことは通常ありません。ご質問の症状も、その部位や

症状を考えると、狭心症の可能性はかなり低い印象です。

　しかしながら、性状は人それぞれ多種多様で、安易に

心臓に絶対異常がないとはいいきれません。また、一口

に「胸痛」といっても、心臓・循環器領域以外にも、い

ろいろな原因で起こることがあります。気になる「胸痛」

を感じるときは、一度、循環器科などを受診されること

をお勧めします。

石巻市立病院 循環器科部長　櫻井　克彦
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平
成　

年
か
ら
赴
任
し
、
石
巻
の
方
に
も

１１

顔
な
じ
み
が
増
え
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田島部長

　

待
ち
時
間
を
減
ら
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
治
療

を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

金野部長

　

開
院
時
に
こ
ち
ら
に
勤
め
た
経
過
が
あ
り
、

本
年
９
月
か
ら
再
び
お
世
話
に
な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。櫻井部長

循
環
器
科
診
療
の
充
実
を
図
り
ま
し
た

�
国
内
最
先
端
の
血
管
造
影
シ
ス
テ
ム
導
入
�

　

石
巻
地
域
の
中
核
を
目
指
す
本
院
は
、
こ

れ
ま
で
検
査
な
ど
に
制
約
の
あ
っ
た
循
環

器
科
診
療
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
循
環
器
科
の
常
勤
医
師
を
３
人
に
増

員
し
た
上
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
腹
部

血
管
造
影
に
加
え
て
心
・
大
血
管
の
検
査
・

治
療
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
最
新
の
血
管

造
影
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、　

月
か
ら
本
格

１１

稼
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
血
管
造
影
シ
ス
テ
ム
は
最
新
の
デ

ジ
タ
ル
画
像
処
理
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
か

つ
、
低
被
ば
く
で
実
現
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
循
環
器
科
領
域
で
は
国
内
最
先
端

の
施
設
で
も
運
用
実
績
の
あ
る
機
種
で
す
。

　

「
胸
が
痛
い
・
苦
し
い
」、「
動
悸
が
す
る
」

な
ど
の
原
因
と
し
て
、
心
臓
を
養
う
血
管
に

狭
窄
病
変
が
存
在
す
る
（
狭
心
症
）
こ
と
が

あ
り
、
最
悪
の
場
合
心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
心
疾
患
は
糖
尿
病
・

高
血
圧
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
合

併
し
や
す
く
、
近
年
全
国
的
に
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
導
入

さ
れ
た
血
管
造
影
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

こ
の
よ
う
な
異
常
を
早
期
に
発
見
し
、

カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
血
管
内
の
治

療
が
安
全
か
つ
迅
速
に
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

 
　

石
巻
市
立
病
院
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問
新たに配置された

血管造影機器
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上
釜
地
区
住
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
整
備
し
た「
上
釜
ふ
れ
あ
い
広
場
」

が　

月
３
日　

に
オ
ー
プ
ン
記
念
式

11

（木）

典
を
行
い
、
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
３
月
ま
で
は
無
料
開
放

18

し
、
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
、
有
料
と
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
大
会
や
練
習
な
ど
で
専
用

す
る
場
合
は
、
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
普
通
の
日
は
、
お
互
い
に

譲
り
あ
っ
て
使
用
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

施
設
概
要

�
多
目
的
広
場
（
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

　

フ
ッ
ト
サ
ル
）

�
芝
広
場
（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

�
ふ
れ
あ
い
広
場
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　

ハ
ウ
ス
、
高
齢
者
の
健
康
器
具
）

�
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
広
場
（
あ
ず
ま

　

や
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
）

※
ほ
か
に
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
な

　

ど
が
あ
り
ま
す
。

使
用
期
間

　

１
月
４
日
〜　

月　

日

12

28

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

注
意
事
項

�
ご
み
は
散
ら
か
さ
な
い
で
、
持
ち

　

帰
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
広
場
内
に
車
両
を
乗
り
入
れ
た
り
、

　

駐
停
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
犬
や
猫
な
ど
は
、
人
工
芝
の
中
に

　

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

� 
人
工
芝
内
で
金
具
付
き
の
ス
パ

　

イ
ク
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
花
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な

　

ど
、
火
気
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。

�
広
場
内
は
全
面
禁
煙
と
な
っ
て
い

　

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 
　

環
境
対
策
課
（
内
線　

）
510

　
　

※
平
成　

年
３
月
末
日
ま
で

18

問

冬道の安全対策は大丈夫ですか？冬道の安全対策は大丈夫ですか？

上上上上上上上上上上上上上上
釜釜釜釜釜釜釜釜釜釜釜釜釜釜
ふふふふふふふふふふふふふふ
れれれれれれれれれれれれれれ
ああああああああああああああ
いいいいいいいいいいいいいい
広広広広広広広広広広広広広広
場場場場場場場場場場場場場場
がががががががががががががが

上
釜
ふ
れ
あ
い
広
場
が

オオオオオオオオオオオオオオ
ーーーーーーーーーーーーーー
ププププププププププププププ
ンンンンンンンンンンンンンン
しししししししししししししし
まままままままままままままま
しししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたた

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

「
近
く
に
は
小
さ
い
公
園
し

か
な
く
、
追
波
川
河
川
運
動
公

園
や
に
っ
こ
り
サ
ン
パ
ー
ク

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な

ス
テ
キ
な
広
場
が
で
き
て
大

変
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

毎
日
楽
し
く
遊
び
た
い
で

す
。」
と
元
気
に
人
工
芝
の
上

を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
に
来
て

い
た
釜
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

に
「
上
釜
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の

感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
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�

�多目的広場（サッカー）

�多目的広場（野球）

�バスケットコート

 　道路課（内線297・298）・各総合支所

　　各総合支所担当課

　　河北総合支所建設課        　�６２-４８２５

　　雄勝総合支所建設課        　�５７-２１１１

　　河南総合支所建設下水道課   �７２-２０９５

　　桃生総合支所建設課        　�７６-２１１１

　　北上総合支所建設課        　�６７-２１１７

　　牡鹿総合支所建設課        　�４５-２２４３

問

　市では、冬道の安全を確保するため、主要な道路などの降雪時

の除雪、路面の凍結防止を行っています。

●身近な生活道路などの除雪･凍結防止対策にご協力ください

・自宅前など身近な道路や歩道の雪かきには、皆さんの協力が不

　可欠です。

・雪道の安全を守るため、身近な道路の除雪にご協力ください。

●運転者の皆さんへ

・雪道の交通安全と渋滞緩和のためにご協力ください。

・１割のスピードダウン、２倍の車間距離、３分早目の出発と道路

　状況の確認が大切です。

�


